
北海道における自殺の現状 

 

1. 自殺者数・自殺死亡率の推移 

 厚生労働省「人口動態統計」によると、本道における自殺者数は、平成 10年に、前年から 403

人増加して 1,517人となって以降、毎年 1,500人前後で推移していましたが、平成 21年以降は

減少を続け、令和 2年は 881人となっています。 

 性別でみますと、平成元年から平成 7年まで波はあるもののおよそ男性 65%、女性 35%の構成

比でした。しかし、平成 8年、平成 10年に男性の割合が 70%を超え、以降平成 21年まで 70～

74%で推移しています。平成 22年に男性の割合が 70%を下回り、特に、女性の自殺が多かった

令和 2年においては男性 60%、女性 40%の割合となりました。 

 令和 2年における本道の人口 10万人当たりの自殺死亡率は 17.0で、全国平均の 16.4を上回っ

ており、都道府県別では 18番目に高い数字となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

年 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16
自殺者数（人） 1,039 907 860 982 878 984 953 1,008 1,114 1,517 1,490 1,509 1,335 1,391 1,531 1,491

男性 663 592 552 644 567 649 637 705 727 1,092 1,071 1,103 985 1,006 1,095 1,097
女性 376 315 308 338 311 335 316 303 387 425 419 406 350 385 436 394

道自殺死亡率 18.4 16.1 15.2 17.4 15.5 17.4 16.8 17.7 19.6 26.7 26.2 26.6 23.6 24.6 27.1 26.5
国自殺死亡率 17.3 16.4 16.1 16.9 16.6 16.9 17.2 17.8 18.8 25.4 25.0 24.1 23.3 23.8 25.5 24.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
1,534 1,475 1,462 1,546 1,439 1,392 1,311 1,206 1,145 1,080 1,045 930 918 905 884 881
1,120 1,077 1,065 1,092 1,018 986 889 856 803 740 714 664 622 626 618 538
414 398 397 454 421 406 422 350 342 340 331 266 296 279 266 343
27.3 26.4 26.3 28.0 26.2 25.4 24.0 22.2 21.2 20.1 19.5 17.5 17.3 17.2 17.0 17.0
24.2 23.7 24.4 24.0 24.4 23.4 22.9 21.0 20.7 19.5 18.5 16.8 16.4 16.1 15.7 16.4

〔北海道の自殺者数・人口10万人当たり自殺死亡率の推移〕

〔全国の自殺者数（人）〕
統計種別 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16
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※　厚生労働省の人口動態統計は、日本人を対象とし、住居地を基に計上しています。
※　警察庁の自殺統計は、総人口（日本における外国人も含む。）を対象とし、発見地を基に自殺死体発見時点で計上しています。
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2. 性別・年齢階級別状況 

 令和 2年の年齢別自殺者数は、全国では 40代、50代に多く、北海道では 50代に多くなってい

ます。 

 北海道の自殺を男女別で見ると、男性は 40代が最も多く、次に 50代、30代と続きます。女性

は 70 代が最も多く、次に 50 代、60 代と続きます。全国において男性は 40 代、50 代に多く、

次に、ほぼ同値で 70代、60代と続きます。女性は 70代が最も多く、次に 40代、50代と続い

ています。 
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総数 男性 女性 道自殺率 国自殺率

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 不詳 合計
自殺者数 0 27 66 75 91 89 55 65 70 0 538
割合 0.0% 5.0% 12.3% 13.9% 16.9% 16.5% 10.2% 12.1% 13.0% 0.0% 100.0%

自殺者数 0 461 1,616 1,793 2,392 2,307 1,813 1,820 1,350 36 13,588
割合 0.0% 3.4% 11.9% 13.2% 17.6% 17.0% 13.3% 13.4% 9.9% 0.3% 100.0%

自殺者数 0 12 31 30 39 64 58 66 43 0 343
割合 0.0% 3.5% 9.0% 8.7% 11.4% 18.7% 16.9% 19.2% 12.5% 0.0% 100.0%

自殺者数 0 302 799 722 1,030 1,014 880 1,058 846 4 6,655
割合 0.0% 4.5% 12.0% 10.8% 15.5% 15.2% 13.2% 15.9% 12.7% 0.1% 100.0%

自殺者数 0 39 97 105 130 153 113 131 113 0 881
割合 0.0% 4.4% 11.0% 11.9% 14.8% 17.4% 12.8% 14.9% 12.8% 0.0% 100.0%

自殺者数 0 763 2,415 2,515 3,422 3,321 2,693 2,878 2,196 40 20,243
割合 0.0% 3.8% 11.9% 12.4% 16.9% 16.4% 13.3% 14.2% 10.8% 0.2% 100.0%

道

道

〔令和2年の性別・年齢階級別状況〕
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3. 死因順位 

  死因順位のうち、北海道における自殺は、平成元年が第 6 位、平成 2 年から平成 6 年までが

第 7 位、平成 7 年から平成 21 年まで第 6 位でしたが、平成 23 年から平成 28 年まで第 8 位、

平成 29年から令和元年まで第 10位圏外となっています。 

 

  令和元年における全国の年代別死因順位をみると、15～39歳の各年代において第 1位となっ

ており、10～69 歳までの幅広い年代において第 10 位圏内に入っています。北海道においても

15歳から 39歳の各年代において第 1位となっており、10～59歳までの幅広い年代において第

5位圏内に入っています。 

 

 

 

 

 

  

〔北海道における年齢階級別自殺者数の年次推移〕 （厚生労働省人口動態統計）
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〔北海道と全国における自殺の年次別死因順位〕 （厚生労働省人口動態統計）
年次 H元 H2～6 H7 H8～19 H20～21 H22 H23～24 H25 H26～28 H29 H30 R1～2
北海道 第6位 第7位 第6位 第6位 第6位 第7位 第8位 第8位 第8位 10位圏外 10位圏外 10位圏外
全国 第7位 第7位 第7位 第6位 第7位 第7位 第7位 第7位 第8位 第9位 第10位 10位圏外

〔全国における年齢階級別自殺の死因順位　上位10位まで（R2）〕 〔北海道における年齢階級別自殺の死因順位　上位5位まで（R1）〕

年代 順位 割合（%） 順位 割合（%） 順位 割合（%） 年代 順位 割合（%） 順位 割合（%） 順位 割合（%）
10～14 第1位 28.6 第1位 26 第1位 32.2 10～14 第3位 6.7 - - 第1位 16.7
15～19 第1位 50.8 第1位 48.7 第1位 54.7 15～19 第1位 62.2 第1位 65.0 第1位 58.8
20～24 第1位 57.0 第1位 55.8 第1位 59.6 20～24 第1位 48.0 第1位 52.9 第1位 37.5
25～29 第1位 52.1 第1位 52.8 第1位 50.9 25～29 第1位 50.0 第1位 52.9 第1位 42.9
30～34 第1位 41.1 第1位 43.8 第1位 35.4 30～34 第1位 35.6 第1位 40.0 第1位 28.6
35～39 第1位 30.1 第1位 33.8 第2位 23.8 35～39 第1位 36.0 第1位 44.0 第2位 20.5
40～44 第2位 20.6 第1位 23.4 第2位 15.7 40～44 第2位 18.3 第1位 23.7 第2位 9.7
45～49 第2位 13.1 第3位 14.2 第2位 11.2 45～49 第2位 10.8 第3位 12.1 第2位 8.6
50～54 第3位 8.8 第3位 9.5 第3位 7.6 50～54 第3位 9.4 第3位 11.7 第4位 5.5
55～59 第4位 5.7 第5位 6 第4位 5.2 55～59 第4位 6.4 第4位 7.3 第4位 4.8
60～64 第5位 3.4 第5位 3.4 第4位 3.4 60～64 - - - - 第5位 2.3
65～69 第7位 1.8 第7位 1.7 第6位 2.0 65～69 - - - - - -
70～74 - - - - 第8位 1.4 70～74 - - - - - -

（厚生労働省人口動態統計） （北海道保健統計年報）

※　割合（%）は、それぞれの年齢別死亡数を100とした場合の自殺の占める割合 ※　割合（%）は、それぞれの年齢別死亡数を100とした場合の自殺の占める割合

総数 男性 女性総数 男性 女性



4. 地域別状況（保健所別集計） 

 平成 22 年から令和元年までの 10 年間における自殺者数を集計し、同じ年齢構成の集団になる

よう修正して計算された死亡率（SMR：全国の値を 100とした場合の標準化死亡比）において

は、最も低い地域で 80.8、最も高い地域が 148.3と大きな開きがあります。 

 

 

 

〔保健所別の自殺死亡率〕

全国 100.0 上川 95.7

北海道 103.8 名寄 109.5

札幌市 98.3 富良野 96.0

市立函館 115.6 留萌 100.4

小樽市 80.8 稚内 109.2

旭川市 97.2 網走 110.2
渡島 115.6 北見 114.7
八雲 88.0 紋別 112.3

江差 117.4 室蘭 98.4

江別 91.2 苫小牧 112.0
千歳 101.8 浦河 133.2

倶知安 114.1 静内 129.5
岩内 118.1 帯広 109.5
岩見沢 111.7 釧路 109.1
滝川 110.5 根室 93.7
深川 118.1 中標津 148.3

保健所

　「SMR（標準化死亡比）」
（北海道における主要死因の概要10～令和2年12月　財

団法人北海道健康づくり財団発行）
地域による年齢構成の違いを考慮して、同じ年齢構成の

集団になるよう修正して計算された値
　各市町村の平成22年から令和元年の10年間における
自殺者数（人口動態統計）をまとめ、比を使って全国を

100として示したもの

SMR
（標準化
死亡比）

保健所
SMR

（標準化
死亡比）

〔保健所別の自殺死亡率〕
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5. 職業別状況（警察庁自殺統計） 

 令和 3年における自殺者の職業別状況を見ると、北海道では、全国と同様に「無職者」が 55.4%

と最も多くなっています。 

 北海道と全国を比較すると、「被雇用者」、「無職者」はほぼ同値ですが、北海道の方が「自営業」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

6. 原因・動機別状況（警察庁自殺統計） 

 令和 3年における自殺者の原因・動機別状況を見ると、北海道では、全国と同様「健康問題」が

最も高く、次に「経済・生活問題」、「家庭問題」と続きます。全国と比べて北海道は「不詳」の

占める割合が大きく、他に「家庭問題」、「経済・生活問題」の占める割合も大きくなっています。 

 

 

〔自殺者の職業別構成割合の推移〕

※　警察庁の統計は、自殺の発見地における計上であり、自殺者の居住地で計上する厚生労働省の人口動態統計とは、総数が異なります。
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〔自殺者の原因・動機別構成割合〕

※ 遺書等の自殺を裏付ける資料により、明らかに推定できる原因・動機を一人につき３つまで計上し、構成割合を算
出しているため、自殺者総数に占める割合ではありません。
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